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はしがき

本報告書は，平成14年度および平成15年度科学研究費補助金によっ

て，「分岐を制限したガロアの逆問題に関する研究」のテーマで研究

代表者および分担者が研究を行った成果をまとめたものである．得

られた研究成果の概要は以下の通りである．

代数体上にどのような不分岐非アーベル拡大が存在するか？と言

う問題は，類体論の拡張と言う観点からも興味深い．研究代表者野

村は，先ず代数体の埋め込み問題が不分岐な解を持つための十分条

件を与えた．この結果を用いて，代数体上の不分岐非アーベルp拡

大の存在に関して次の結果を得た．ある種の非アーベルp群G(p:

奇素数)に対して,Gをガロア群に持つような巡回体上の不分岐ガロ

ア拡大が存在することを示した．さらに,p=2の場合も考察し,2

次体上の不分岐非一アベル8次拡大の存在に関するLemmemermeyer

の結果の初等的別証明を与えた．これらの研究においては，分担者

である伊藤と藤崎のGAPによる計算と群論的な考察が重要な役割を

果たした．

また，分担者の森下は，素数と結び目の類似に基づき，数論と3次

元トポロジーの相互啓発的研究を行った．例えば，3次元トポロジー

の手法を数論に持ち込むことにより，2次体のイデアル類群の2べき

ランクに関するRedeiの結果を拡張した．
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以上述べたように，本研究テーマの下で多くの結果が得られた．こ
れらは，学会・研究集会等で発表され，学術雑誌等において出版さ
れた．これら多くの成果を得ることが出来たのは，科学研究費補助
金によるところが大きく，ここに感謝致します．
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